
第
一
回



32026.2  雑誌「柔道」

、

」。

、

、

、

、

。、。

・

・

、

。
 

投
技
＝
投
げ
る 

、

21

８

『

』

「
投な
げ
と
は
体
及
び
四
肢
の
作
用

に
よ
り
相
手
の
体
を
し
て
起
立
の
権け
ん
し
ょ
う衝

（

・

）
を
失
わ
し
め
、
以

っ
て
地
上
に
倒
し
或
は
落
と
し
て
、
彼
を

し
て
我
よ
り
襲
い
易
き
位
置
に
あ
ら
し
む

る
か
、
又
は
苦
痛
を
感
ぜ
し
む
る
か
、
或

「

」

、

10

『

』

。

、

３

（

）
、

〝

〞

。

、

59

、。

〝

〞

、

。

「。

、

。

、

、

、

は
死
に
至
ら
し
む
る
の
法
な
り
」

。

「
起
立
の

権
衝
」、

〝

〞

。

、

〝

〞

。

、

、

〝

〞

。

〝

〞

〝

〞

。

「
立た
ち
わ
ざ業
と
は
、
腰
投4

で
も
背
負
投
で
も

何
で
も
、
立
っ
て
い
な
が
ら
対あ
い
て手
を
投
げ

る
業わ
ざ
を
こ
と
ご
と
く
含
む
」

「
捨す
て
み
わ
ざ

身
業
と
は
、
真
仰
向
け
に
身
を
捨

て
て
投
げ
る
の
も
横
向
き
に
身
を
捨
て
て

投
げ
る
の
も
、も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
あ
る
」

（「
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」『

』

33

）

「
立
っ
て
い
な
が
ら
」

、

「
身
を
捨
て

て
」

〝

〞

、

。

、

。

、
、

。

〝

〞〝

〞

。

〝

〞

。

〝

〞

。

。
２

、

、

、

〝

〞

。
、

、

33

、
。

「（
ロ
）﹇

﹈
の
意
味
は
、
人
の
倒
れ
る
と
き
俯

伏
し
の
と
き
は
勿
論
、
横
向
き
に
倒
れ
て

も
多
く
は
手
を
つ
い
て
見
事
に
倒
れ
ぬ
も

の
で
あ
る
。
仰
向
け
に
倒
れ
る
と
き
は
見

事
に
倒
れ
る
場
合
が
多
い
」）

５、

。

「
人
は
俯
伏
し
に
投
げ
ら
れ
る
時
は
、可

な
り
の
勢
い
で
倒
れ
て
も
両
手
を
突
く
こ

と
が
出
来
る
か
ら
、
格
別
苦
痛
を
感
じ
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
す
ぐ
に
起
き
上
が
る

こ
と
が
出
来
る
。
横
向
き
に
投
げ
ら
れ
て

も
格
別
強
く
倒
さ
れ
ぬ
以
上
は
略ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
か
ら
、
投な
げ
は
仰
向
け
に
倒
す
こ
と
を

原
則
と
す
る
の
で
あ
る
」（「

」『

』

５

）

、

・

・

、

「
何
れ
の
技
で
も
手
も
足
も
腰
も
使

い
、
就な
か
ん
ず
く中腰
の
動
き
が
最
も
大
切
で
あ
る

が
、
便
宜
上
そ
の
働
き
が
比
較
的
目
に
立

つ
所
か
ら
そ
う
い
う
分
類
を
し
た
」（『

』

６

）

。

、

、

、

。、
、

〝

〞

〝

〞

、

。

「
真
捨
身
技
と
て
自
分
は

真
後
ろ
向
き
に
倒
れ
な
が
ら
相
手
を
投
げ

る
の
と
、
横
捨
身
技
と
て
自
分
は
横
向
き

に
倒
れ
な
が
ら
相
手
を
投
げ
る
」（『

』
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22

、

『

』）

、

〝

〞

〝

〞

、

、

。

、

、〝

〞

。

、〝

〞

〝

〞

、

、

、

、

。

・

・

「

」（『

』

４

）

「
真
捨
身
業
と
云い

う
の
は
、
己
が
業
を
掛

け
る
時
に
己
の
体
を
仰
向
け
に
捨
て
る
か

ら
真
捨
身
業
と
云
う
の
で
あ
る
。
横
捨
身

業
は
、
己
の
体
を
横
向
き
に
、
即
ち
脇
腹

が
畳
に
つ
く
様
に
捨
て
る
の
で
、
横
捨
身

技
と
云
う
の
で
あ
る
」

、

（ ）
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。

、

〝

〞
、

。

。

、

「
柔
道
は
武
術
だ
。
で
き
る
だ
け
相
手

に
背
中
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
横
向

き
に
捨
て
る
だ
け
で
十
分
な
の
だ
か
ら
そ

こ
ま
で
巻
き
込
む
な
」

。

〝

〞

、

。

 

固
技
＝
固
め
る 

。「

」（『

』

32

）

「
固か
た
めは
相

手
を
制
し
て
自
由
の
利
か
ぬ
よ
う
に
す
る

こ
と
を
い
う
」

。

、

「
肉
体
上
で
人
を
制
し
、

人
に
制
せ
ら
れ
ざ
る
術
」（『

』）

。

、

、

、

〝
、

〞

。

「
相
手
の
咽の
ど喉
か
胴
か
を
絞

め
て
苦
し
め
る
か
殺
す
か
す
る
こ
と
と
、

相
手
の
体
と
か
四
肢
と
か
の
全
部
か
局
部

か
を
抑
え
な
り
押
し
な
り
し
て
苦
し
め
る

か
、
起
き
ら
れ
ぬ
よ
う
に
す
る
か
の
こ
と

と
、相
手
の
関
節
を
無
理
に
伸
ば
す
か
、曲

げ
る
か
、又
は
捩
じ
る
か
し
て
倒
す
か
、苦

し
め
る
か
、
殺
す
か
す
る
こ
と
と
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
を
致
す
」（『

』）
、

（

、

）、

、

。

「
相
手
の
体

を
抑
え
つ
け
る
に
は
い
ろ
い
ろ
の
方
法
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
本
真
の
勝
負

の
上
か
ら
申
せ
ば
格
別
有
益
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ぬ
。
抑
え
付
け
る
こ
と
に
熟
達
す
る

49 雑誌「柔道」2026.2
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よ
り
も
、
む
し
ろ
抑
え
付
け
ら
れ
た
と
き

起
き
る
方
に
熟
練
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て

必
要
な
く
ら
い
で
す
。
し
か
し
、
起
き
る

こ
と
の
修
行
を
す
る
に
は
、
必
ず
抑
え
る

こ
と
の
修
行
も
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」

（『

』）

、

、

。

〝

〞

。

「
胴
か
を
絞
め
て
」

、

。

、

「
殺
す
か
」

。

、

＝

、

。。

、

。

22

、「
頸
の
関
節
を
捩

じ
た
り
、
伸
ば
し
た
り
、
ま
た

は
曲
げ
た
り
す
る
こ
と
は
、
よ

ほ
ど
効き
き
め験
の
あ
る
手
で
す
」（『

』）

。

 

当
身
技
＝
当
て
る 

〝

〞

、

。。

「
当あ
て
は
、
急
所
を
手
、
足
、
ま
た
は
頭

で
突
き
、
蹴
り
、
打
ち
等
す
る
こ
と
を
い

う
」（「

」『

』

43

）
〝

〞〝

〞〝

〞

。

〝

〞

、「
打
っ
た
り
突
い
た
り
す
る
と
き

は
手
袋
の
よ
う
な
も
の
で
も
嵌は

め
て
致
し

ま
す
れ
ば
、
勝
負
法
の
乱
捕
も
ず
い
ぶ
ん

出
来
ぬ
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」（『

』）

、
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。

〝

〞

〝

〞

〝

〞
、

。

「〝
突
く
〞は
直
線

的
な
、従
っ
て
短
い
ス
ト
ロ
ー
ク
、〝
打
つ
〞

は
曲
線
的
な
や
や
長
い
ス
ト
ロ
ー
ク
、
ま

あ
絶
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が

な
」

。

、

『

』

〝

〞〝

〞

。

、〝

〞

、

、

、

・

・

・

・

・

・

・

・

（

）・

・

。

、

、

、

。

、

『

』

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

（

）・

。

、

・

、・

・

。

、

。

、

・

、

〝

〞（『

』

42

）、

〝

〞（『

』

）

、

〝

〞〝

〞

。

、

『

』

15

10

「

」

。

〝

〞

、

『

』（

３

）、『

』（
５

）

、

。

、

。

「
従
来
は
形
を
練
習
し
て
当
身
の
練
習

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

従
来
の
方
法
で
は
よ
ほ
ど
し
ば
し
ば
繰
り

返
し
て
練
習
し
な
い
と
当
身
が
さ
え
て
効
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く
ま
で
に
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
身

は
い
ろ
い
ろ
の
動
作
の
間
に
混
じ
て
い
て
、

仮
に
一
時
間
続
け
て
練
習
し
て
も
、
突
く

と
か
蹴
る
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
限

り
あ
る
回
数
し
か
練
習
し
な
い
。（

）
私

の
考
案
に
よ
る
精
力
善
用
国
民
体
育
の
単

独
練
習
の
ご
と
き
は
、
続
け
ざ
ま
に
何
回

と
な
く
各
種
の
当
身
の
練
習
を
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
自
然
に
技
が
さ
え
て
く
る
。

昔
の
仕
方
で
は
形
を
相
当
永
く
練
習
し
て

も
単
独
練
習
で
日
々
鍛
え
る
ほ
ど
に
は
技

が
さ
え
難
い
」（「

」『

』

７

）

〝
100

、
100

、

〞

。

〝

〞〝

〞
、

。「

」（『

』

18

）

〝

〞〝

〞

。

、

。

、

。

、

、

〝

〞〝

〞〝

〞

〝

〞

、

。

、

〝

〞、

、〝

〞

。

。

。

「
起
倒
流
の
形
は
、
も
と
鎧よ
ろ
い
く
み
う
ち

組
打
の
投

げ
手
と
し
て
工
夫
し
た
も
の
で
あ
り
、
天

神
真
楊
流
の
形
は
、
平へ
い
ふ
く服
の
も
の
を
、
あ

る
い
は
投
げ
、
あ
る
い
は
当
て
、
あ
る
い

は
捕
ら
え
る
修
行
と
し
て
工
夫
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
お
の
お
の
仕
方
に
も
心
を

用
う
る
点
に
も
よ
ほ
ど
相
違
が
あ
る
。

（

）
こ
の
二
流
を
学
ぶ
と
き
は
、
長
短

 「 」
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相
補
う
て
、
勝
負
の
方
法
全
体
に
通
ず
る

に
大
層
便
利
が
よ
い
」（「

」『

』

31

）
、、

・

・

、

。

、

〝

〞

、

、

「
」（

・

『

』

２

）

、

、

。

、。、

。

〝

〞

、

・

。

・

、

、

。

、

、
、

。

、

20
。

 

（

）

••

、

 

（

）

 

（

・

）

 

 （ ）
 「 」（ ）
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